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「前期基本計画」に係る政策評価について（総括概要） 

 

１．政策評価のねらい 

  第４次館山市総合計画「前期基本計画」の実施状況や効果、課題等を整理し、達成度、優先

度、今後の方向性を明確化することにより、限られた行政資源（ヒト・モノ・カネ）を適切に

配分し、より実効性の高い「後期基本計画」を策定することを目的とする。 

２．政策評価の視点 

【評価全体の視点】 ⇒ 市民への説明責任 

・評価結果は公表する。 
 

【政策・施策に対する視点】 ⇒ 事務事業の見直し 

・目的や目標に対する各事業の必要性・有効性・効率性などを勘案し、「後期基本計画」策定

への展開を十分に検討する。 
 

【事務事業単位での視点】 ⇒ 職員の意識改革 

・評価に際しては、事業のＰＤＣＡ（計画→実行→評価→改善）を意識するとともに、担当課

職員全体で情報共有し、職員の意識改革と事業実施の改善を図っていく。 

３．政策評価の方法とスケジュール 

（１）評価対象 

・「前期基本計画」に位置付けられた各事業及び各成果指標を評価対象とする。 
 

（２）評価の流れ 

①１次評価（暫定版） ⇒課長評価 ※実施時期：令和２年３月 
 

②１次評価（確定版） ⇒部長評価 ※実施時期：令和２年４月～５月 
 

③２次評価 ⇒政策評価委員会による評価 ※実施時期：令和２年６月２日（火） 

・１次評価（確定版）の結果を受け、政策評価委員会（市長を委員長とした庁内機関）に 

より、総合的な評価を実施する。 

・２次評価の結果を総合計画審議会で協議する。 
 

④３次評価 ⇒政策評価委員会による再評価 ※実施時期：令和２年８月１１日（火） 

   ・総合計画審議会での協議結果を踏まえ、令和元年度末時点での最終評価を行い、市とし 

ての優先度を決定する。 

・必要に応じて、２次評価（政策評価委員会による評価）結果の見直しを行う。 

・３次評価の結果を「後期基本計画」の事業に反映することとする。 
 

  ⑤総括 ⇒政策評価委員会による再評価 ※実施時期：令和３年６月２８日（月） 

・「前期基本計画」の計画期間満了となる令和２年度末における時点修正（実施状況・効

果・課題等）を行い、当該内容を踏まえて最終達成度を決定する。 
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４．政策評価「総括」の結果概要 ・・・資料 2-3、2-4 参照 

●「前期基本計画」に位置付けた全 248事業について実施した政策評価「総括」の結果概要は、

以下のとおり。「事業の優先度」及び「事業の方向性」については、３次評価で確定してお

り、この結果を「後期基本計画」の施策・事業に反映した。 
 

【事業の達成度】 

区 分 ３次評価結果 総括結果 

１ 目標を上回る 5件  2.0％  6件  2.4％  

２ おおむね目標どおり 186件  74.1％  187件  74.5％  

３ 目標をやや下回る 49件  19.5％  48件  19.1％  

４ 目標をかなり下回る 11件  4.4％  10件  4.0％  

合 計 ⇒ 251 件  100.0％  251 件  100.0％  

※複数課が関連する事業について担当課の評価結果が異なるケースがあることから、達成度の件数

（251件）が全事業数（248事業）を上回っている。 
 

【３次評価から達成度を変更した８事業】 

№ 計画事業名 ３次評価 総括 

42 短期人間ドック助成事業 ２ おおむね目標どおり ３ 目標をやや下回る 

44 健康増進事業 ２ おおむね目標どおり ３ 目標をやや下回る 

92 社会体育施設の整備充実 ４ 目標をかなり下回る ３ 目標をやや下回る 

128 水産振興支援事業 ３ 目標をやや下回る ２ おおむね目標どおり 

130 畜産振興支援事業 ２ おおむね目標どおり １ 目標を上回る 

138 漁港利活用事業 ３ 目標をやや下回る ２ おおむね目標どおり 

159 市営住宅の適切な管理 ３ 目標をやや下回る ２ おおむね目標どおり 

177 河川整備維持補修事業 ３ 目標をやや下回る ２ おおむね目標どおり 
 

【成果指標の達成度】 

区 分 令和２年度末結果 

１ 目標値を達成  37  31.6％  

２ 目標値を未達成 75  64.1％  

３ 現時点で不明 5  4.3％  

合 計 ⇒ 117  100.0％  

  ※詳細は資料２－４「成果指標リスト」を参照。 
 

【成果指標のうち新型コロナウイルス感染症の影響がかなり大きいもの】 

№ 指標名 H30 R1 R2 

47 公民館講座参加者数 7,770人 4,130人 1,529人 

48 学校支援ボランティア活用数 446件 649件 252件 

50 赤山地下壕跡入壕者数 33,853人 21,260人 21,168人 

51 館山若潮マラソン大会参加者数 9,799人 7,815人 0人 

52 スポーツ観光客数 352,000人 306,000人 223,000人 

55 観光入込客数 2,075,000人 1,954,000人 1,302,000人 

56 宿泊客数 422,000人 390,000人 302,000人 

57 海水浴場入込数 77,529人 76,644人 0人 

58 観光イベント来場者数 152,000人 106,000人 0人 

59 外国人宿泊客数 1,669人 2,168人 1,238人 
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【事業の優先度】（参考） 

区 分 ３次評価結果 

Ｓ 最優先 42件  16.9％  

Ａ 高い 166件  66.7％  

Ｂ それほど高くない 35件  14.0％  

Ｃ 低い 6件  2.4％  

合 計 ⇒ 249 件  100.0％  
 

【事業の方向性】（参考） 

区 分 ３次評価結果 

１ 継続（拡充） 34件  13.5％  

２ 継続（現状維持） 191件  76.1％  

３ 継続（縮小） 0件  0.0％  

４ 完了 2件  0.8％  

５ 休止 0件  0.0％  

６ 廃止 2件  0.8％  

７ 削除 0件  0.0％  

８ 他事業に統合 22件  8.8％  

合 計 ⇒  251 件  100.0％  

＜区分の説明＞ 

●継続（拡充）：事業を拡充して継続する  ●継続（現状維持）：事業を現状どおり継続する 

●継続（縮小）：事業を縮小して継続する  ●完了：事業を完了した 

●休止：事業を休止した          ●廃止：事業を廃止した 

●削除：後期基本計画には記載しないが、事業を継続する ●他事業に統合：他の事業に統合する 


